
退任 就任のあいさつ
平成30年度・副幹事長  ▶ 平成31年度・副幹事長

副
幹
事
長
　
退
任
・
就
任
の
あ
い
さ
つ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

9

Y
ushin N

EW
S    V

ol.108

庶務二です。
よろしく
お願いします。

ありがとう
ございました

みなさま、初めまして。

10年目になりますが、このような挨拶が冗談では

ないほど、これまで会派活動には携わってきませんで

した。

唯一、平成28年度に、若手会の世話人を務めさせ

ていただきました。その年度の「副会長と語る会」で、

同年度の副会長を務めておられた岩井泉先生とお会い

したことは、私を含め当時の若手会世話人の間では、

いろいろな意味で印象的な企画であったことを記憶し

ています。

そして、今般、私は、同期の仲間から担ぎ出される

形で執行部の就任を引き受けさせていただいたのです

が、その執行部の幹事長が岩井泉先生というのがとて

も感慨深く思っています。

そして、これからの1年ですが、これまで私が会派

活動を懈怠していたこともあり、わからないことだら

けというのが、本音であります。

したがいまして、何かと迷惑を掛けることとなりか

ねませんが、ご迷惑をおかけしないよう勤め上げたい

と思っております。

そして、今年度は、120周年という区切りの年度

であります。この年度に執行部として携わらせていた

だけることにとてもうれしく思うとともに、純粋に楽

しみながら携わっていこうと思っております。

なにとぞよろしくお願い申し上げます。

友新会副幹事長としての1年間は、行事や委員会な
どの会務活動を通じて、会員の皆様とお話させていた
だく機会に恵まれ、多くのご指導ご鞭撻いただき感謝
致しております。おかげさまで、無事にその任務を遂
行することができました。

執行部会では検討する議題も多く、また総会や幹事
会など行事が連続する中で、慌ただしく時間だけが過
ぎていった気がします。ただ、その中にあって、平成
30年度の執行部は、岩佐幹事長をはじめとして、い
つも明るい雰囲気の中で仕事ができ、私はとても幸運
だったと思います。担当した庶務の業務も自分には上
手くマッチしており、充実した1年を送ることができ
ました。

担当させていただいた親睦委員会と組織活性化委員
会の皆様にも大変お世話になりました。私自身も委員
の一人という認識をもって、それぞれの企画や行事に
も楽しく参加させてもらいました。両委員会の皆様に
は感謝申し上げます。

執行部の仕事に関わって、最も苦心したことは各行
事への出席者・参加者数の伸び悩みでした。会員数は
他会派よりも多いはずなのに、人を動員することの
難しさや負担が執行部でも各委員会でも大きな課題と
なっている現状を見ました。次年度以降もその課題は
続くと思います。そういう私自身も、副幹事長になる
まで友新会にはあまり積極的に参加していませんでし
た。しかし、この1年間を通して、たくさんの先生方
と出会え、顔と名前を憶えていただけたことで、そし
て笑顔で楽しくお話できたことで、どこか不安で自信
がなかったこれまでの自分を克服することができ、よ
うやく友新会の一員になれたという実感を持てるよう
になれました。私のように遠慮がちな若手会員もいる
かと思いますが、是非、友新会のイベントには積極的
に参加して欲しいと思います。そして多くの出会いを
得てほしいと思います。

最後に、本当に1年間ありがとうございました。今
後ともよろしくお願い致します。

Yanagi Tatsuya（新61期）
柳 　 達 哉

副幹事長

Mizuno Shigehiro（新62期）
水 野 成 浩

副幹事長


